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研究成果の概要（和文）：本課題は、日本語において対人的機能を持つと考えられる文末モダリティに対する神
経反応の加齢変化を明らかにすることを目的として、脳波の事象関連電位（event-related potential: ERP）を
援用した実験研究を行った。高齢者と若年者各40名を対象とし、敬語「ください」と終助詞「ね」の組み合わせ
方に応じた会話文に対する神経反応を比較した。その結果、感情反応を反映する指標として知られている後期陽
性成分（LPP）の効果が認められた。若年者に比べ高齢者が、また女性に比べ男性のほうが終助詞に対するLPPの
効果が大きいこと、特に自閉傾向の強い高齢男性ほどLPPの効果が大きくなることが示された。

研究成果の概要（英文）：It is not uncommon for some Asian languages to have sentence-final particles
 (SFPs) to yield various discourse functions. Particularly in Japanese, SFPs carry various moods 
between the addresser and the addressee. This study utilized event-related potential (ERP) of 
electroencephalography to examine age-related changes as well as an individual difference in 
autistic traits for understanding the addressee-oriented SFP -ne. We found a significant effect of 
late positive potential (LPP), which is known as a reliable index of emotional perception. The 
greater LPP was elicited for utterances with -ne than those without -ne, in older adults thah 
younger adults. This effect is particularly evident in older men with higher autistic traits, 
suggesting that they are hyper-sensitive to the emotionally arousing SFP -ne. The atypical neural 
reactivity to the SFP by Japanese older men with higher autistic traits may underlie their possible 
difficulties in using the short linguistic marker of mood.

研究分野： 実験語用論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本語で対人関係を調整すると考えられる種々の文末表現は、各々わずか1から2拍（モーラ）に過ぎず、発話に
際しては数十ミリ秒というまたたく間に立て続けに処理されるものである。日本語母語話者が何気なく瞬時に処
理する対人的文末モダリティの神経基盤とその加齢変化に迫るために、本課題では神経活動の時間分解能に優れ
た脳波の事象関連電位による測定による検討を行った。対人関係に関わる文末詞に対する自発的な神経反応が加
齢にしたがって変化すること、とくに高齢の男性において個人の認知スタイルに応じた差が大きくなることを示
した本研究の成果は、円滑な異世代コミュニケーションを実現する方略を考える上で有用であるといえる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
超高齢社会となった日本に住む我々は、高齢者に対する適切なコミュニケーション方略を心

得なければならない。高齢者に敬意を払いながらも親しい関係を構築・維持するために、高齢
者との間に適切な対人距離を調節しながら言語コミュニケーションを行うことが求められる。
しかし高齢者の認知や感情の過程をまだ実際に経験していない我々は、高齢者にとって本当に
心地よい距離のあり方がどのようであるか知ることは難しい。それを推察する手がかりを提供
するために、本若手（A）課題は、日本語において対人的機能を持つと考えられる文末モダリ
ティに注目しながら、高齢者との対人関係構築過程の脳神経基盤を明らかにする実験研究を行
うことを企図した。 
 
２．研究の目的 
 他者の言語使用に対する認知や感情の過程については、期待から逸脱したときの不快感は本
人の意識に上るであろうが、円滑に調整できている場合にははっきり意識しているとは限らな
い。また対者敬語と終助詞は、各々わずか 1 から 2 拍（モーラ）に過ぎず、発話に際しては数
十ミリ秒というまたたく間に立て続けに処理されるものである。こうした日本語母語話者が何
気なく瞬時に処理する対人的文末モダリティの神経基盤とその加齢変化に迫るためには、認知
処理過程の時間情報を鋭敏に検出する測定方法が必要である。そこで本課題の 3 年の期間で、
脳波の事象関連電位（event-related potentials: ERPs）の指標を援用し、若年者と高齢者を比較す
る実験語用論研究を行うことにした。本課題の目的は以下の通りであった。 
（１）対人的文末モダリティに対する高齢者の印象：高齢者を対象とした意識調査を行い、高
齢者にとって若年者の対者敬語と終助詞のどのような用法が心地よく、どのような用法が不快
であるかを確かめ、文脈・場面に応じた対人的文末モダリティの感情反応モデルを想定する。 
（２）対人的文末モダリティに対する自発的反応の世代間比較：（１）で想定したモデルを基に
種々の場面を設定し、若年者および高齢者を対象とした ERP 実験を行う。これにより、最終的
な対人的文末モダリティ認知の加齢変化モデルを構築する。 
 
３．研究の方法 

3 年間の研究期間中に、対人的文末モダリティとしての対者敬語と終助詞の認知処理過程の
神経基盤とその加齢変化の解明に迫るために、以下の実験語用論研究を行った。 
（１）意識調査：異世代間コミュニケーション場面での対者敬語と終助詞の様々な用法を提示
し、高齢者が若年者の対人的文末モダリティの使用に対して持つ印象（快/不快）を確かめた。 
（２）脳波計測：行動実験と同様の刺激（対人的文末モダリティの快/不快用法）を用い、それ
らに対する意識下の生理的反応を、時間情報の検出に優れる脳波によって世代間比較を行った。
上記の検討の際には、個人の認知スタイルに応じた違いについても検討した。 
 
４．研究成果 
（１）意識調査： 

233 名の高齢男女を対象として、公共の場で若年者から向けられる指示に対してどのように感じるか
を問う調査を行った。各例文を終助詞「ね」および対者敬語の有無に応じて用意し、30 代の男女職員
に言われた場合の快/不快感を 6 段階で評定してもらった。その結果、高齢者が 30 代職員からの指示
に抱く快/不快感には、対者敬語と終助詞の有無、そして職員の性差が有意に影響していた。対者敬
語および終助詞の不使用に対する不快感は、男性より女性職員からの指示に対して強く抱かれ、その
不快感は男性より女性の回答者のほうに強く表れた。また、「ね」の有無の効果は、男性より女性回答
者に強く影響していた。男性より女性がより敬語使用を求められることはこれまでに例証されていたが、
終助詞「ね」の認知に性差があることは、本調査によってはじめて明らかになった。 
 さらに、これらの終助詞および対者敬語の有無による印象の差は、個人の自閉傾向およびうつ傾向
によっても異なることが示された。とくに高齢の男性は、自閉傾向やうつ傾向が高いほどこれらの表現
に無頓着である傾向が認められた。 
 
（２）脳波（ERP）計測：高齢者と若年者それぞれ 40 名を対象とし、文末表現を含む疑似会話
に参加してもらっている間の脳波を測定し、敬語「ください」と終助詞「ね」の組み合わせ方
次第で印象がどのように異なるかを、世代と性別に応じて比較検討した。その結果、終助詞提
示後の ERP について、終助詞がない場合に比べ感情反応を反映する指標として知られている後
期陽性成分（LPP）が増大することが示された。若年者に比べて高齢者のほうが、また女性に
比べて男性のほうが終助詞に対するLPPの効果が大きいことが示された、とりわけ高齢男性は、
自閉傾向が強いほど LPP の効果が大きくなることが示された。意識調査では高齢男性は自閉傾
向が強いほど終助詞の有無に無頓着な傾向を見せたにもかかわらず、意識的でない神経反応の
検討からは終助詞の有無に過敏であることを示す結果が得られた。文末表現に対する半無意識
の反応が世代や性によって異なることを初めて示した本課題の知見は、円滑な異世代コミュニ
ケーションを実現する方略を考える上で有用であるといえる。 

 
これらの一連の成果について、途中成果を専門の学会や学術誌で発表し、最終的な知見を国

際学術誌に投稿準備する段階に進んでいる。その他、国内外の招待講演、地域の講演会等で発



信する機会も得て、幅広い層の聴衆とともに日本語会話における文末表現の役割を議論するこ
とができた。 
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